
 

＝
冬
の
歌
＝ 

良よ

く
も 

ま
あ 

 

三
十
年
間

さ
ん
じ
ゅ
う
ね
ん
か
ん 

続つ
づ

け
た
り…

 
 

芹
沢
文
学

せ
り
ざ
わ
ぶ
ん
が
く 

研

究

会

け
ん
き
ゅ
う
か
い

を 

松
林
庵
主
人 

 
 

 
 

 

 

 

 

『サロン・マグノリア 岡玲子文

集』 

 

 

 

 

 

『』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サロン・マグノリア―岡玲子文集』 

 

 

     

              

              

 

１
階
展
示
室
。 

関
連
イ
ベ
ン
ト
「
芹
沢
光
治
良
を
偲
ぶ
会
」
は
２
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。 

▽
沼
津
市
制
１
０
０
周
年
記
念 

企
画
展 

「沼
津
ゆ
か
り
の
文
学
者
た
ち
」 

第
１
回 

 

沼
津
市
芹
沢
光
治
良
記
念
館
で
は
、
沼
津
市
制
１
０
０
周
年
記
念
の
企
画
展
と
し
て
「沼
津

ゆ
か
り
の
文
学
者
た
ち
」が
第
１
回
、
第
２
回
で
行
わ
れ
ま
す
。
第
１
回
は
、
６
月
15

日(

木)

～
11
月
30
日(

木)

。 

開
館
時
間 9:00

～16:30 
 

休
館
日 

月
曜
日
、
休
日
の
翌
日
、
年
末
年
始
。 

 

 

観
覧
料 

高
校
生
以
上100

円
、
小
人50

円
。
市
内
の
小
中
学
生
無
料
。 

＊
同
封
資
料 

②
を
参
照
し
て
下
さ
い
。 

◇ 

図
録 

「沼
津
ゆ
か
り
の
文
学
者
た
ち(

第
１
回)

」 

沼
津
市
芹
沢
光
治
良
記
念
館
発
行   

✑ 

✒ 

 

目
次 

企
画
展
「
沼
津
ゆ
か
り
の
文
学
者
た
ち
」
の
開
催
に
つ
い
て
、 

沼
津
市
制
百
周
年
と
文
学
的
風
土
、
名
誉
市
民
の
文
学
者 

芹
沢
光
治
良
・ 

井
上
靖
・
大
岡
信
、
沼
津
ゆ
か
り
の
文
学
者(

第
一
回) 

若
山
牧
水
・
江 

崎
惇
・
川
村
晃
・
佐
藤
雅
彦
・
鈴
木
英
治
・
秋
山
香
乃
。
A4
判
、
53
頁
。 

✪
芹
沢
光
治
良
文
学
愛
好
会
の
例
会 

第
528

回 

６
月
25
日(

日)   

♠ 

♡ 

♦ 

♧ 

 

６
月
25

日(

日)

午
後
１
～
５
時
に
第
５
２
８
回
の
芹
沢
光
治
良
文
学
愛
好
会
の
例
会
が
、
東
中

野
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
洋
室
４(

２
階)

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
短
編
小
説
「
わ
が
家
」(

第
一
回
～
第

三
回)

を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
、
芹
沢
耕
太
郎
氏
が
司
会(

担
当)

し
た
よ
う
で
す
。 

 
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
鈴
木
春
雄
氏
が
企
画
作
成
し
た
よ
う
で
す
が
、
カ
ラ
ー
の
表
紙
で
雑
誌
「
愛
國

婦
人
」
の
様
々
な
頁
も
入
れ
て
編
集
し
て
い
て
昭
和
15
年
頃
の
戦
時
下
が
知
ら
れ
ま
す
が
、
た
っ
た

２
頁
の
連
載
を
３
冊
も
の
小
冊
子
と
し
て
テ
キ
ス
ト
に
し
て
い
る
の
は
読
書
会
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は

無
駄
遣
い
に
思
わ
れ
ま
す
。
３
回
の
連
載
は
一
冊
に
し
て
、
テ
キ
ス
ト
代
を
少
な
く
す
べ
き
で
す
。
年

会
費
や
例
会
費
が
高
く
な
り
、
会
員
や
参
加
者
も
減
っ
て
い
る
よ
う
で
す
か
ら…

。 

 

会
報[

通
信
№
５
２
８
］
の
同
封
資
料
と
し
て
⑴
「
定
期
総
会
」
議
案
書
、
⑵
「
芹
沢
光
治
良
と
音
楽
」

「
芹
沢
光
治
良
と
音
楽
」
⑶
「
憲
法
記
念
日
に
考
え
る
」［
沼
津
朝
日 

令
和
５(

２
０
２
３)

年
５
月
３
日(

水)

］
、

⑷
「
芹
沢
光
治
良
誕
生
日
に
偲
ぶ
会
」［
沼
津
朝
日 

令
和
５(

２
０
２
３)

年
５
月
７
日(

日)

］
、
⑸
『
わ
が
青
春
』<

９

>

「
一
日
の
食
事
が
パ
ン
一
枚
」
昭
和
60
年(

１
９
８
５
年)

２
月
２
日(

土)

が
同
封
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 
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◎
「
光
治
良
・
文
子
・
玲
子
」
を
語
る
会 

❖ 

✡ 

☯ 
 
 

 

６
月
11
日(
日)
14
時
～
16
時
に
、
サ
ロ
ン
・
マ
グ
ノ
リ
ア
で 

講
演
会
「
新
潮
社
時
代
の
芹
沢
光
治
良
と
の
交
流
」
講
師
櫻
井
信
夫 

(

元
新
潮
社 

芹
沢
光
治
良
担
当
、
財
団
評
議
員)

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
定
員
30 

名
、
お
茶
代
１
０
０
０
円
。 

盛
会
で
あ
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。 

 

財
団
か
ら
、
小
冊
子
『
芹
沢
光
治
良 

ノ
ー
ト
⑶
』(

『
孤
絶
』)

を
刊
行
。 

✩
生
誕
１
２
７
年 

芹
沢
光
治
良
を
偲
ぶ
会 
５
月
４
日(

木  

祝
日) 

 
 
 
 
 
 
 
 
   

芹
沢
先
生
の
誕
生
日
に
、
沼
津
芹
沢
光
治
良
文
学
愛
好
会
の
主
催

で
「
芹
沢
光
治
良
を
偲
ぶ
会
」
が
、
沼
津
市
芹
沢
光
治
良
記
念
館
２
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

13
時
30
分
～
15

時
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
一
部 

芹
沢
光
治
良
作
の
朗
読
を
聴
く
『
緑
の
校

庭
』
朗
読 

江
藤
幸
、 

電
子
ピ
ア
ノ
演
奏 

不
破
公
美
。 

第
二
部 

芹
沢
が
愛
し
た
ピ
ア
ノ
の
音
を
聴
く 

ド
ビ
ッ
シ
ー
「
月
の
光
」「
水
の
戯
れ
」 

ラ
ベ
ル
「
か
な
し
い
鳥
」 

電
子
ピ
ア
ノ
独
奏 

及
川
智
史
。 

 

芹
沢
光
治
良 

生
誕
日
記
念 

無
料
開
館
＆
記
念
イ
ベ
ン
ト 

企
画
展 

展
示
説
明
会 

５
月
４
日(

木) 

沼
津
市
芹
沢
光
治
良
記
念
館
で
は
、
開
催
中
の
企
画
展
「
光
治
良
の
欧
州
体
験(

第
２
回)

」
の

展
示
説
明
会
を
5
月
4
日
の
10
時
30
分
～
と
15
時
30
分
～
の
２
回
行
い
ま
し
た
。
定
員
８
人
。 

  

 
四
季
報 

 

夏
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
百
二
十
六
号 (

№
１
２
６) 

 
芹
沢
文
学
研
究
会 

・ 

会
報 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令
和
５ (

２
０
２
３
）
年
７
月
28
日(

金)

刊
行 

   

＝
夏
の
歌
＝ 

   

梅
雨

つ

ゆ

の
日
々

ひ

び 

  

大
雨

お
お
あ
め 

降ふ

り
て  

 
 
 
 

 

洪
水

こ
う
ず
い

と 

  

土
砂

ど

し

ゃ

崩く
ず

れ
あ
り        

  

死
者

し

し

ゃ

も
続
々

ぞ
く
ぞ
く …

 

 
 
  

松
林
庵
主
人 

 

 

 

 

 

記念 企画展の図録の表紙 



会
員
便
り
が
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
小
串 

 

 

◎ 

同
封
資
料
／
①
沼
津
朝
日
・
コ
ラ
ム
「
憲
法
記
念
日
に
考
え
る
」

 

鈴
木
吉
維 

５
月
３
日(

水) 

②
沼
津
市
制
１
０
０
年
記
念
の
チ
ラ
シ
・
講
演
会
チ
ラ
シ
。
沼 

津
朝
日
・
新
聞
記
事
「
沼
津
ゆ
か
り
の
文
学
者
た
ち
」
７
月
16
日(

日)    

③
随
筆
／
「
狩
野
川
べ
り
の
桃
李
境
」
芹
沢
光
治
良{}

「
旅
」
第
７
号 

昭
和
28
年
７
月
発
行
。 

④
文
学
評
論  

連
載
「
芹
沢
文
学
講
話
」
㉞ 

芹
沢
光
治
良
と
ジ
ャ
ッ
ク
・シ
ャ
ル
マ
ン
＝
芹
沢
文
学
の
最
大
の
謎
＝   

芹
沢
文
学
研
究
会 

代
表  

小
串 

信
正 

◎ 

芹
沢
文
学
・
大
分
友
の
会 

芹
沢
文
学
読
書
会 

 

発
会
以
後
27
年
目
の
歩
み 

 

芹
沢
文
学
・
大
分
友
の
会
は
、
平
成
８(1996)

年
の
芹
沢
光
治
良
先
生
の
生
誕
百
年
を
記
念
し
て
、

大
分
県
立
図
書
館
研
修
室
で
発
会
し
ま
し
た
。
年
に
６
回
で
す
が
、
27
年
目
の
歩
み
を
重
ね
て
い

ま
す
。
７
月
９
日(

日)

に
「
第
１
６
２
回
・
芹
沢
文
学
読
書
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
会
員
は
減
少

し
、
読
書
会
へ
の
参
加
者
も
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
分
友
の
会
で
す
が
、
沖
縄
県
の
会
員
が
い
ま

し
た
。
今
は
福
岡
県
の
会
員
が
二
人
、
佐
賀
県
の
会
員
が
一
人
い
ま
す
。
九
州
友
の
会
と
も
言
え
ま

す
。
現
在
は
『
文
学
者
の
運
命
』
の
随
想
を
二
つ
ず
つ
読
み
語
っ
て
い
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は

『
芹
沢
光
治
良
文
学
館 

12
』(

新
潮
社
発
行)

を
使
っ
て
い
ま
す
。
会
報
に
は
「
芹
沢
文
学
案
内
」

が
連
載
さ
れ
、
№
１
０
６
に
は
「
武
人
百
武
源
吾
大
将
と
文
人
芹
沢
光
治
良
」
と
題
し
て
、
大
河
小

説
『
人
間
の
運
命
』
に
黒
井
閣
下
と
し
て
登
場
す
る
、
パ
リ
で
義
兄
弟
の
契
り
を
結
ん
だ
海
軍
大
将

百
武
源
吾
氏
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
太
平
洋
戦
争
の
末
期
、
昭
和
20
年
に
求
め
ら
れ
て
九
州
帝
国

大
学
総
長
に
な
り
、
戦
後
は
静
岡
県
の
都
田
に
隠
棲
し
ま
し
た
。
石
井
稔
氏
が
評
伝
『
異
色
の
提
督

百
武
源
吾
』
を
著
作
し
出
版
し
て
い
ま
す
。
同
封
資
料
と
し
て
は
、
雑
誌<

そ
れ
い
ゆ>

秋
号
の(

昭

和
35

年
８
月
15

日
ひ
ま
わ
り
社
発
行)

の
芹
沢
先
生
の
随
筆
「
旅
に
想
う
」
を
収
録
し
て
い
ま
す
。 

☆ 

新
年
度
に
な
り
ま
し
た
、
未
納
の
方
は
同
封
の
払
込
取
扱
票
に
て
年
会
費
の
納
入
を
お
願
い
し

ま
す
。
年
会
費
を
１
８
０
０
円
に
据
置
き
ま
す
。
未
納
の
方
は
、
同
封
の
郵
便
振
替
に
て
年
会
費

の
納
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
自
主
的
な
寄
付
も
受
入
れ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

▽
新
入
会
員
の
紹
介 

新
し
い
方
の
入
会
は
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

新
入
会
員
を
お
誘
い
下
さ
い
。 

♤ 

♣ 

♡ 

♦ 

 

…
…
…
…
 

☆ 

編
集
後
記 

★…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 

編
集
責
任 

小
串
信
正…

…
…
 
 
 

 

会
報
第
１
２
６(

夏)

号
と
同
封
資
料
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
梅
雨
が
や
っ
と
明
け
、
猛
暑
の

日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
梅
雨
前
線
と
線
状
降
水
帯
で
各
地
に
異
常
な
大
雨
が
降
り
続
き
、
川
の
氾

濫
や
土
砂
崩
れ
で
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
い
ま
す
。
世
界
各
地
で
も
大
雨
や
山
火
事
が
あ
り
、
地

球
温
暖
化
の
異
常
気
象
が
進
ん
で
い
ま
す
。
早
く
対
応
し
て
行
か
な
け
れ
ば
、
地
球
が
人
間
に
と
っ

て
住
み
に
く
い
惑
星
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
戦
争
し
た
り
、
内
乱
が
起
こ
っ
て
、
各
地
の
都
市
が

破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
々
が
故
郷
に
住
め
な
く
な
り
、
難
民
に
な
っ
て
い
ま
す…

。 

 
人
類
は
実
に
愚
か
で
す
。
核
兵
器
を
冷
戦
時
代
に
何
千
発
も
造
っ
て
、
現
在
で
も
一
万
数
千
発
も

地
球
上
に
あ
る
と
か…

。
数
発
打
ち
合
っ
て
も
地
球
に
住
め
な
く
な
る
の
に
、
人
類
は
何
と
バ
カ
タ

レ
で
あ
る
こ
と
よ
‼ 

ロ
シ
ア
の
独
裁
者
プ
ー
チ
ン
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
が
継
続
さ
れ
て

い
ま
す
。
両
国
の
軍
隊
や
国
民
の
死
者
は
、
何
万
人
に
な
っ
て
い
る
の
か
？ 

早
く
停
戦
す
べ

き
で
す
。
ロ
シ
ア
軍
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
出
て
い
く
べ
き
で
す
。
暑
い
夏
、
御
自
愛
下
さ
い
。 

 

梅
雨
が
明
け
て
も
、
猛
暑
は
続
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
、
御
自
愛
下
さ
い
。 

 

芹沢文学研究会・事務局／ 🏣872-1651 大分県 国東
くにさき

市国東町浜
はま

4765 小串
お ぐ し

信正方   ☎FAX 0978-77-0565 

 
 

老
い
を 
楽
し
む  =

樂
水 

樂
山= 

 
 

   

大
分
県
国
東

く
に
さ
き

市
国
東
町
浜 

 

小
串

お

ぐ

し 

信
正

の
ぶ
ま
さ 

  

こ
の
７
月
で
私
も
75
歳
と
な
り
、
後
期
高
齢
者
に
分
類
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
団
塊

の
世
代
も
令
和
に
老
人
扱
い
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
自
得
と
し
て
は
「
や
っ
と
還
暦
か
」
と

い
っ
た
よ
う
な
自
覚
で
す
。
高
血
圧
で
毎
日
薬
を
飲
み
、
９
月
に
は
白
内
障
の
手
術
を
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
身
体
的
に
は
健
康
で
、
元
気
に
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

 

自
然
の
中
の
故
里
の
実
家
で
、
清
貧
の
年
金
生
活
を
し
て
い
ま
す
。「
知
足
」(

『
老
子
』)

「
自
足
」(

三
浦
梅
園)

や
「
知
者
樂
水
、
仁
者
楽
山
」(

『
論
語
』
雍
也)

を
銘
に
し
て
い
ま
す
。「
水
」

と
は
地
球
に
の
み
あ
っ
て
、
蒸
発
し
て
雲
と
な
り
雨
雪
と
し
て
大
地
に
降
り
注
ぎ
、
川
と
な

り
海
に
注
ぎ
ま
す
。
我
家
は
川
の
中
洲
に
あ
り
、
瀬
戸
内
海
の
海
に
面
し
て
い
ま
す
。
湖
の

よ
う
な
穏
や
か
な
海
に
浮
か
ぶ
姫
島
を
見
な
が
ら
海
浜
の
散
歩
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

「
山
」
は
、
両
子
山
火
山
の
噴
火
で
出
来
た
国
東
半
島
の
山
々
は
、
天
下
一
品
の
山
並
み
と

し
て
遠
望
さ
れ
ま
す
。
来
浦
の
谷
に
は
、
中
心
に
小
さ
い
が
立
派
な
来
浦
富
士
が
鎮
座
し
て

い
ま
す
。
山
・
川
・
海
の
自
然
の
中
で
、
山
の
幸
・
海
の
幸
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す…

…

。 

 

い
つ
の
間
に
、
歳
月
が
流
れ
た
か
と
自
省
し
ま
す
が
、
人
生
百
年
と
自
覚
し
て
、
健
康
長

寿
を
目
指
し
、
今
後
は
「
老
い
を 

楽
し
む
」
日
々
を
過
ご
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

哲
学
と
し
て
は
、「
三
浦
哲
学
」
を
研
究
し
て
、
独
自
の
「
人
生
哲
学
」
を
思
索
し
て
行
き

た
い
も
の
で
す
。
文
学
と
し
て
は
、「
芹
沢
文
学
」
と
「
野
上
文
学
」
を
中
心
に
「
良
識

派
」
の
作
家
を
研
究
批
評
し
、「
三
行
句
」
と
「
五
行
歌
」
を
創
作
し
、
自
由
詩
と
随
筆
も

著
作
し
て
行
き
た
い
も
の
と
願
っ
て
い
ま
す
。「
書
道
」
と
「
文
人
画
」
を
研
究
し
、
書
作

や
画
作
も
楽
し
み
た
い
も
の
で
す
。
あ
れ
こ
れ
と
や
り
過
ぎ
で
す
が
、
古
代
史
に
も
関
心
が

あ
り
、
地
元
の
「
く
に
さ
き
史
談
会
」
に
所
属
し
、
新
し
く
「
豊
日
史
学
会
」
に
も
入
会
し

ま
し
た
。「
邪
馬
臺
国
」
か
ら
「
大
和
朝
廷
」
の
古
代
史
に
取
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

芹
沢
文
学
と
し
て
は
、「
大
河
小
説
『
人
間
の
運
命
』(

全
16
巻)

論
」
に
本
格
的
に
取
組

み
た
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。
晩
年
の
連
作
「
神
の
書
」「
天
の
書
」(

『
神
と
人
間
』)

に
創

作
さ
れ
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ャ
ル
マ
ン
に
も
取
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ

ャ
ル
マ
ン
は
、「
芹
沢
文
学
の
最
大
の
謎
」
と
言
え
ま
す
。 

皆
さ
ん
の
健
康
を
祈
り
ま
す
。 
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連
載 

✉ 

会
員
便
り 

№
８
４ 

便
り
が
届
か
な
か
っ
た
の
で
、
小
串
が
書
き
ま
す 


